


 

地球にとってうれしいことってなんだろう？ 

 
トステム株式会社（本社：東京都江東区）は

「100万人のキャンドルナイト」の趣旨に賛同

し、この活動をより多くの方々に理解してもら

い、自宅でも実施してもらうことを目的に、 

ショールーム等を通じ広く参加の 

呼びかけをしています。 

環境への取り組みの一環として、2005年からこの活動に全社

で取り組んでいて、2007年より新たに設定されたキャンドル

ホルダー（一年を通して活動をサポートする企業の集まり）

として参加しているんだって！ 

トステムショールーム郡山では、年間を通しての取り組み

の他に、夏至や冬至にイベントも開催しているんだよ！ 

「100万人のキャンドルナイト」について  

『でんきを消して、スローな夜を』をキャッチコピーに、2003 年から年２回（夏至と冬至）20～22

時の２時間、電気を消して過ごすことで、手軽にCO2削減に取り組めるという国民的ムーブメントです。

企業や自治体だけでなく、家庭など個人でも参加でき、昨年は全国39845ヶ所の施設、473ヶ所のイ

ベント会場で実施されました。 

【「100万人のキャンドルナイト」ホームページ http://www.candle-night.org/】 

 

 

 

 
 

身近にできるちょっとしたことが、 
集まれば大きな力になる。地球環境という

大きなテーマに対して、私たち一人ひとり

 ができることを、一緒に 
考えてみませんか？ 



 

イベント・募集 
情報 

福島県男女共生センター 

平成１９年度 男性の家庭参画企画募集事業 

「スローライフな生き方・働き方講座」 

～ハーブな暮らしとともに～ 

スローライフな生き方をハーブを通して学び、

これまでの男性の生き方や働き方を見直して

みませんか？男性対象の内容です。ファミリー

の参加大歓迎です！ 

● 日 時：200８年１月２０日（日） 
      200８年２月１７日（日） 
      各９:30～13:00 
● 場 所：原滝（郡山市小原田5-17-7） 

● 参加費：一人１講座1,000円（昼食代） 
● お申し込み・お問い合わせ 
瀧田 勉（ハーブな家族 代表・世帯主  
     ハーブとスローライフの研究家） 
 〒963-0101 郡山市安積町日出山１-74 

   tel/fax 024-942-2138 

   http://www.herbandslowlife.com 

      E-mail  daichi@sweet.ocn.ne.jp 

この団体って？ 
『ハーブ』を取り入れた『ゆとり』あ

る『素敵な暮らし』を『スローライフ』

と定義付け、福島県内を中心に、移動

教室で、ハーブ及びハーブ関連セミナ

ーを開催させて頂いております。特定

非営利活動法人ジャパンハーブソサ

エティー認定のハーブインストラク

ター夫婦です。ハーブスペシャリス

ト、調理師、ソムリエ、きき酒師、ビ

アテイスターの資格も持ち、県の地場

産業活性化プロデューサー派遣事業

では、生産改革・販売戦略プロデュー

サーとして登録され、ハーブを取り入

れた食品・商品の開発と指導をさせて

頂いております。郡山市生涯学習きら

めきバンクのハーブの達人先生、総合

教育支援センターでは、小中学生のハ

ーブクラブの指導員もさせて頂いて

おります。 

ユネスコ（UNESCO）世界寺子屋運動 
書き損じはがき回収キャンペーン 
身近にできる国際協力です。家庭・学校・

職場から、あなたの書き損じはがきが発展

途上国の人々の教育に役立ちます。 
 
 
 
 
 
● キャンペーン期間 
平成19年12月１日～平成20年２月末 
 

● お問い合わせ 

   郡山ユネスコ協会 

   事務局：郡山市大槻町坦ノ腰２ 

       尚志学園内 

       tel 024-951-3500 

この団体って？ 
ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）

の目的は、教育・科学・文化を通じて世

界中の人々がお互いの無知や偏見を無

くし、国や民族を超えて協力し、お互い

に生きる戦争の無い平和な国際社会を

つくることにあります。郡山ユネスコ協

会は、民間ユネスコ活動の大きな柱であ

る世界寺子屋運動と世界遺産活動を通

じて、平和な世界の創造に努めておりま

す。書き損じはがきの回収による寺子屋

支援や、募金による世界文化・自然遺産

の保全等にも参加しており、アンコー

ル・ワット（カンボジア）等の修復にも

協力しています。 
郡山市には、郡山ユネスコ協会のほか

に、尚志高等学校ユネスコ部がありま

す。 

あなたの書き損じはがき１枚で買えるもの

・ カンボジアでは、ノート１冊と鉛筆１本

・ ネパールでは、鉛筆７本 
・ インドでは、給食４人分  など 



 

Collanvo フェスタ ～やってみらんしょ！ボランティア～ 
 

県内で活動しているNPO、ボランティアなどの方々が一堂に会し、それぞれの 

活動紹介を通じ、出展者同士や来場者と交流するイベントです。 
 

●日時：平成20年 1月 26日（土） 

         13:30～16:30（開場13:00） 

●場所：ビッグパレットふくしま 

         コンベンションホール 

●内容：１．基調講演 「やってみらんしょ！ボランティア」 

                 ダニエル・カールさん 

         ２．交流タイム  

           県内で活動している３６のNPOやボランティア団体 

がブース出展し、日頃の活動をPRします。 
 

【お問い合わせ】ふくしま県民活動支援センター 

       〒960-8043 福島市中町８番２号 福島県自治会館７階 

       Tel  024-521-7333   Fax  024-523-2741 

       E-mail : f-kenminkatsudo@ca.wakwak.com 

              ホームページ http://www.f-kenminkatsudo-center.com 

ほっとスペース R 学習会 
キリン福祉財団助成事業 

講演『青少年の自立という大きな課題』 
～「ゆーすぴあ“職”セミナー」の実践から～ 

講師 堀田 大次郎さん 
    国立大雪青少年交流の家 企画指導専門職 

 
 
 
 
 

● 日時：2008年１月27日（日）午後１時（受付12時 30分） 
● 会場：FSG生涯学習センター（国際アート&デザイン専門学校２F） 
               郡山市方八町２丁目４-１ 郡山駅東口徒歩５分 
● 参加費 無料 
● 会場の都合で５０名程度まで 
 
 【お申し込み・お問い合わせ】  ほっとスペースR 

        〒963-0111 郡山市安積町荒井字道場６-１ 

        Tel 024-946-2680    Fax 024-953-7965 

いじめ、不登校、自殺、凶悪な犯罪…。青少年を取り巻く現代社会では、様々

な問題が起きています。その原因の一つに、コミュニケーション不足や体験

不足による社会性の欠如があげられます。豊かな社会性を育む原点、その基

盤になるもののあり方を考えてみませんか？



 

読みきかせボランティア 募集 

講談社「全国訪問おはなし隊」 

説明会・読みきかせ学習会のご案内 
 

2008年４月、「全国訪問おはなし隊」福島県訪問に伴い、訪問先でおはなし会を

してくださるボランティアを募集しております。下記要領で「説明会・読みきかせ

学習会」を開催しますので、奮ってご参加ください。おはなし隊へのボランティア

参加や読みきかせ経験の有無に関わらず、どなたでもご参加いただけます。 

● 日  時：200８年２月１６日（土）９:30～1１:３0 
● 場  所：郡山商工会議所 １階大ホール（郡山市清水台1-3-8） 

● 参 加 費：無料 
● 申込方法：参加申込書に記入の上、FAX、郵送またはホームページから 

お申込ください。 
● 申込締切：１月２５日（金） 
● 宛  先：〒101-0051 東京都千代田区神田神保町３丁目９番地 

             JPIC「おはなし隊」係 
        FAX 03-5211-7285  http://www.jpic.or.jp/ohanashi 

● 持ち物…絵本１冊（「学習会」実技練習に使用します。） 
        おはなし隊で読みきかせしてみたい楽しい絵本、季節に合った 

（４月）テーマの絵本などをお選びいただけると幸いです。 
 

 

 

 

 

 

【お申し込み・お問い合わせ】 

TEL 03-5211-7282  JPIC「おはなし隊」係 担当：森 

この団体って？ 
講談社「全国訪問おはなし隊」は、創業90周年記念事業とし

て1999年にスタートしました。絵本や児童書を特製のキャラ

バンカーにのせ、全国各地の子どもたちに楽しいおはなしの時

間と本との出会いを届けています。 

保育園、幼稚園、小学校や図書館、児童館、書店などを訪問し、

絵本の読みきかせや紙芝居でのおはなし会と、キャラバンカー

に積んだ絵本の自由閲覧を行います。 

全国各地で読書推進にかかわるボランティアのみなさんと一緒

に、子どもたちと本とのたくさんの出合いの場を作っています。 

 

※託児所などはございません。お子様の同伴はご遠慮いただきます

ようお願いいたします。 
※申込書の送付後は、直接会場へお越しください。 



名 称 福島民友愛の事業団助成金 

内 容 

 地域福祉の充実と向上を図るため「心身障がい児者の療育研究・事業や活動」に対し

て助成します。療育施設等の職員による実践的な研究・事業や活動であれば、個人、

グループを問いません。 

金 額 15 万円を上限に 5件程度 

締切日 2008 年 1 月 31 日(木) 

ＵＲＬ http://www.minyu-net.com/honsha-annai/aino/aino.html 

問合せ先 
(財)福島民友愛の事業団(福島民友新聞社総務局内） 

〒960-8648 福島市柳町 4-29 電話(024)523-1191 

 

名 称 セブン-イレブン緑の基金公募助成 

内 容  セブンイレブン店頭に寄せられたお客様からの募金が、地域の市民の環境活動を支援

する助成制度です。市民が主体となって活動する団体が、より継続的に、より発展的

に活動できるよう、支援の目的や内容にあわせて 6 種類の助成を設け、活動を支援し

ます。 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金 額 事業内容により助成額が異なります。詳細は、募集要項等をご覧ください。 

締切日 2008 年 1 月 31 日(木) ※当日消印有効 

ＵＲＬ http://www.7midori.org 

問合せ先 

セブン-イレブン緑の基金 

〒102-8455 東京都千代田区二番町 8-8  

電話(03)6238-3872 FAX(03)3261-2513(電話受付時間 9:30～17:00 ※土･日曜日を除く) 

E メール oubo.08b@7midori.org(2008 年 1 月 31 日まで) 

 

 環境市民活動助成 

募集要項・申込書は、各助成先へ請求するか、各ホームページからダウンロードしてください。

ご不明な点は、アシストパーク郡山にお問合せください。 

２００７年１２月２０日現在の情報です。 
その他、常時募集の助成金情報やコンテスト情報などもあります。 

地域美化活動助成 

●地域清掃活動助成 

清掃用具の購入費用と活

動広告用のチラシなどの作

成費用を助成するとともに、

軍手を現物支給します。 

●緑化植花活動助成 

苗木、花の種などの購入費

用と活動広告用のチラシなど

の作成費用を助成するととも

に、有機肥料を現物支給しま

す。 

●活動助成 

活動に必要な資金を 

１年間助成し、広く市民

の環境活動を支援しま

す。 

●ＮＰＯ法人格取得助成 

基盤強化のためにＮＰＯ

法人格を取得し、継続的

に活動を行っていく団体

を３年間支援します。 

●自立事業助成 

ＮＰＯ法人が３年後に自立で

きる事業を確立し、財政的

基盤を確保する間の事務局

運営費を３年間継続して助

成し、活動を支援します。

●モデル事業助成 

３年を目途に事業を完

成し、他の環境 NPO 活

動にも汎用できるモデ

ル事業を支援します。 



 私の住んでいる富久山町で、本日１２／８大変うれしい出来事があり、 
思わずメールいたしました。  
 

それは、富久山町福原の宝沢沼に飛来していた白鳥が、４日前より沼の中ほどで泥だらけで

動けなくなっているのを、朝の散歩をしている方や近所の方々が見つけました。 
 

最初は「どうしたんだろう」「そのうち飛んでゆくだろう」ぐらいにしか思っていなかった

のですが、２日目も飛べずに同じ場所にいます。 
 

ケガをしているのかな、このままでは何も食べていないし白鳥といえども夜の寒さで死んで

しまうのではないかと、小学校の子供たちを始め地域の方々が心配し、各方面に救出の呼び

かけをしておりました。 
 

そうしたところ、3日目には県中地方振興局環境 

グループの職員の方々が来て下さり、助けようと 

沼に入ったのですが、底なし沼のように軟弱で入っ 

ていった職員のかた自身が沈んでしまいそうになり、 

長靴を残したまま引揚げてくる状態でした。 
 

駄目だ、水が引けて底が少し固くなった時でもない 

と…と諦めムードでしたが、そうは言っても白鳥は 

日に日に衰弱してきており待ってはくれません。 
 

今ではすっかり動かなくなってしまいました。 
 

焦りと不安でもう駄目かと思っていたところ、

本日、４名の胴長軍団が現われ、大勢の住民が

見守る中、ダンボールや手製の敷板、ロープ、

                  長網を手に白鳥のそばに一歩一歩近づき、 

                 連携作業で捕獲することが出来ました。 
 

                   釣り糸が首や羽根に二重三重にも巻きついて 

                    いたのですが、幸いケガまではしていないよう

  です。 
 

念のため鳥獣保護センターへ搬送となりました

が、心配して見守っていた地域の人々や子どもたちからは、「良かった」「助かったね」「元

気になるといいなぁ」…、の声が沸き大喝采でありました。 
 

 

たった一羽の鳥とはいえ、地域の人々や 

子どもたち、県の職員の方々が気持ちを 

一つにして助け出したことは、地域安全 

や防犯活動に活発な富久山に育っている 

風土でもあり、宝沢沼の宝（たから）で 

もあるかと思いました。 

 

情報提供：地域密着型・てんこもりTV 

http://tv０２４.com/ 

 

 

 



  

ご出身は？ 
「出身は北海道ですが、小学６年からは 
郡山で過ごしています。」 

 
ご趣味は？ 
「美味しいもの食べながら、美味しいお酒を

のむこと♪作るのも食べるのも、食べても

らうのも大好きです。」 
 
活動をはじめるきっかけは？ 
「日々の生活がより快適で心地よく、そして

楽しく過ごせれば…。 
そんな思いがあって、楽しみながら学べる

ワークショップの企画を考えました。」 
 
活動してきて印象に残ったことは？ 
「地球の温暖化などの環境問題や省エネ、 
平和のこと、そして家族や大切な人のこと

などを考えるきっかけになれば…という

思いで、夏至の日にお店にロウソクを灯し

て過ごす「キャンドルナイト」をおこない

ました。その日限定の一日カフェをオープ

ンしたりミツロウで作るロウソク作りの

ワークショップを開催したのですが、 
参加されているみなさんがそれぞれ思い

思いに過ごされて、またロウソク作りも真

剣に取り組んでくださいました。作品が出

来上がった時の喜びの笑顔がとても印象

的です。」 
 

今後の抱負をお聞かせください。 
「モノを作り上げる喜びや、心地よい暮らし

のための提案の場として企画している 
ワークショップですが、これからも様々な

ジャンルを開拓していきたいと思ってい

ます。」 

読者の皆様にひとこと。 
「自分で作り上げた作品が、暮らしの中に 
ひとつ加わっただけで、昨日とは違う毎日

が過ごせるものです。手作りが苦手という

方でも挑戦してみたら、簡単にできた！と

いうこともありですので、積極的にモノ作

りを楽しんでいただければと思います。」 

市内在住で市民活動をされている方々をリレー方式でご紹介していくコーナーです 

次回は小森さんの紹介で  
菊地 裕美 さんの予定です。お楽しみに！

今回ご紹介いたしますのは

小森理恵さんです 

「キャンドルナイトイベント」への参加をは

じめ、組み木教室やミツロウのロウソク

づくり、土鍋で炊くごはん会など様々な

ワークショップを行ってきました。 
これからも楽しいワークショップ企画中

です！   

ワークショップ（workshop）とは、本来「職場」

「作業場」「工房」を意味する言葉です。「体験型の

講座」の意味でのワークショップは、問題解決やト

レーニングの手法としてよく用いられています。 



 

 

市民活動レポート 

今回ご紹介するのは、あしすとぱあく イベント情報でも登場しました、 
国際交流の会・かるみあです。役員のみなさんにお話を伺いました。 

活動分野 まちづくりの推進 

活動内容 国際文化交流活動、日本語学習ボラン

ティア活動、地域国際化協力活動など

活動連絡先  HP http://kalmia.npgo.jp/ 

     TEL  0７0‐5622‐６570 

E-mail kalmia@npgo.jp 

 
活動する人たちは？ 
文化背景などの「違い」を越えて、互いを尊重しあ

い、それぞれの個性をいかして活動することを目的

に集まった方々。様々な国の人や主婦・社会人・学

生など年齢や立場の異なる人たちが、郡山市内や県

内外から色々な形で活動に参加しています。 

 

名称の由来は？ 
カルミアは、洋種の常緑低木です。金平糖のような形をした不揃い

なひとつひとつの小さな花が、まとまって咲いたときに見事な調和

をかもし出す様子を、会の基本理念を異文化交流から学び、会員自

身が成長する姿と重ね合わせて、会の名称となりました。 

かるみあの魅力は？ 
会員がサポートする側、される側という主客の関係

にならずに、地域づくりをする仲間として活動して

います。全ての会員が、運営に必要な委員会に所属

して「自発性」で支える組織づくりをしています。

「違いを越えて楽しく学び、高め合える」団体です。

見学は随時受け付けています。 
例会への来会、見学をご希望の方は 
事前に電話でお申込ください。 

 
 
例会開催日：毎月第１火曜日19:00～20:30

（当日が祝祭日の場合翌週、８月は休会） 

国際文化 

交流活動 
会員の方が自主企画で実

施します。身近な国際交流

の機会から目標とするコ

ミュニティづくりのヒン

トを学びあって 
います。 

日本語学習 
ボランティア活動 

日本語を母国語としない

会員のための学習援助を

しています。また、日本語

学習ボランティアのため

の研修会も実施して 
います。 

地域国際化 
協力活動 

地域の皆さんに向けて 
公民館や学校などで､身

近なテーマから楽しく参

加できる国際交流､国際

理解講座を実施して 
います。 

活動の目的と内容は？ 



 市民活動のための講座を開催します。 
組織をやわらかく、そして強くするためのポイントを学んでみませんか？ 

 

「人の心をつかむ、 
 話し方・聴き方」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講師：浦田 宏美さん 

 
「組織を育てる人づくり」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
講師：永田 壯三さん 

 
「会議の開き方・進め方」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
講師：江川和弥さん 

Ｈ２０年２月２３日（土） 

１３：３０～１６：３０ 

ビッグアイ７階第 1会議室 

Ｈ２０年３月８日（土）

１３：３０～１６：３０

ビッグアイ７階第 1会議室

Ｈ２０年３月１５日（土）

１０：３０～１６：３０

ビッグアイ７階第３会議室

私たちは組織の一員として

目的を共有できているでし

ょうか。活動する想いを持っ

て集まるからこそ、人と人と

のつながりが重要です。相手

の本音や、意見を引き出す  

“聴き方”。また自分の気持

ちを論理的かつ効果的に伝

える“話し方”のポイントを

実践的に学びましょう。 

 
“キャリア発見”セミナー 第２弾 

 
だれもが、“自分らしく生きたい”という夢を持っています。 

でも、自分のことが好きですか？自分のことがわかっていますか？ 

女性は様々なワークスタイルを選択できる分、悩みもちょっと複雑です。 
自分の良さを知り、もっと自分を好きになって、 
自信を持って明日への一歩を踏み出しましょう。 

日  時：平成２０年１月１９日（土）１３：００～ 
場  所：市民交流プラザ（ビッグアイ７階）和室 
受講の対象：自分らしさを発見し自己成長したい 20～40 代の女性 
参 加 費：５００円（お茶菓子代） 
定  員：２０名（応募者多数の場合は抽選） 
申込方法：１／４（金）～１２（土）アシストパーク郡山へ 
主  催：キャリア・セレンディピティ 

ダラダラ会議、沈黙の会議を

していませんか？会議が生

き生きすると、活動も生き生

きしてきます。会議の企画、

事前準備、会議の種類に応じ

た進行方法、議事録の作り

方・活かし方、会議の記録と

評価など、実践例などを交え

ながら、ワークショップ形式

で「会議の技法」を学びます。

社会的使命や責任を果たす

ことは、ＮＰＯでも民間企業

でも、基本は変わりません。

社会的信用を築き、組織にと

って大切な人づくりを、民間

企業やNPOで人材育成を経

験した方から学びましょう。

定員 各２０名 



 

 

各講座、講演会のお申し込み、お問い合わせは 
アシストパーク郡山へどうぞ！ 

「世界がもし 100人の村だったら」の著者 

池田香代子さん講演会 

 
 
 
 
誰でも難しく感じるはじめの一歩。「私たちは微力 
ではあるが無力ではない」と、やさしく読み解く 
抜群なセンスでわたしたちに語りかけてくれます。 
まだ知らない世界の現状を知ることで、わたしたち 
に秘められた力を見つけ出してみませんか？ 
 
日時：平成２０年２月２４日（日） 
   １３：３０～１５：３０ 
会場：ビッグアイ７階 大会議室 

 
● 入場無料 
● 定員 ２５０名（申込要） 
● 一時保育（予約制）、手話通訳有り 
● 申込方法：直接来所、電話、 

Eメールで。 

今わたしにできること 
～小さな一歩が大きな一歩に～ 

池田
いけだ

 香
か

代子
よ こ

 

1948 年東京生まれ。ドイツ文学翻訳家、口承

文芸研究家。9.11（米国同時多発テロ事件）を

きっかけに、後に出版することとなった『世界

がもし 100 人の村だったら』（１～４マガジン

ハウス）がベストセラーとなり、その印税で立

ち上げた「100人村基金」で、アフガニスタン

やパレスティナをはじめとするさまざまな地域

の方々や難民の方々への支援活動を行ってい

る。世界平和アピール七人委員会メンバー。 

２／１（金）午前１０時より

受付開始 



 

 次回号予告  
 次回は４月６日発行予定です。 
おもな内容は、引き続き 

 市民活動レポート（スタッフが取材します） 
 活動団体 リレー紹介 
 ＮＰＯ法人認証団体紹介 
の他に、有名人のNPO活動紹介をご紹介します。 
なお４、５、６月についての情報もおまちしております。

締め切り ３月２日（日） 

スタッフのいとうです。 
「ガリレオ」を演じていた福山雅治さ

んと誕生日が一緒ですが、超常現象は信

じています。 
「まいう～」でおなじみの石塚英彦さ

んとも一緒ですが、メタボ予防のため食

べ過ぎには気をつけています。 
冬に生まれましたが、 
とても寒がりな私です。 

編集後記 
あけましておめでとうございます。 
みなさんの新年の抱負は何ですか？私の抱負

はたくさんあるのですが､まず日々の 

感謝を念頭に､一つでも多く､不言実行 

できるようがんばりたいです。みずの 

発行・編集：アシストパーク郡山（市民活動サポートセンター）

      〔郡山市市民部 男女共同参画課〕 
〒963-8002 郡山市駅前二丁目11番１号 

（ビッグアイ６Ｆ） 
      TEL･FAX ０２４－９２４－３３５２ 

E-Mail shimin-support@city.koriyama.fukushima.jp 

2008年１月発行 

次回は 
４／６発行 

ボランティア・市民活動に関するお問い合わせは

郡山市社会福祉協議会ボランティアセンター 
またはアシストパーク郡山へ 

あしすとぱあく（機関紙） 
市内の小・中学校、高校はじ

めとした教育機関、公共施設、

ＮＰＯ法人団体など市民活動

関連機関に、毎回1500部を

発行しています。 

 
ぐう・ちょく・ぱぁく 開催 

 

 偶（ぐう）数月に、率直（ちょく）な意見を、 
アシストパーク（ぱぁく）で話し合いませんか？ 
市民活動の観点から、毎回のテーマに沿って 
フリートークで井戸端会議をしましょう。 

ボランティアや市民活動で実際に活動をしている方、 
活動に興味・関心のある方、見聞を広めるチャンスです。 

場 所：ビッグアイ７階  
市民交流プラザ和室 

定 員：２０人 

日 時：平成２０年２月下旬【予定】

テーマ：広報こおりやま２月号で 
ご確認ください 

スタッフが研修に参加してきました 
● NPOのための広報スキルアップセミナー（仙台）

● 福島県市民活動等支援センター連絡会議（福島）

● NOMA行政管理講座（東京） 

● NPO活動推進自治体フォーラム佐賀大会（佐賀）

● 行政視察研修（四日市・大阪・奈良） 
サポートセンター運営に活かしていきます。

 

お詫び：ＮＰＯ法人認証団体紹介は次回にさ

せていただきます。ご了承ください。

詳細については別紙をご覧ください。 
市民活動をされている方々の自主企画です。

みなさまのご参加をお待ちしております。 



緊急サポートネットワーク事業　スタッフ養成講座
　　　　　　　　　　　認定団体：NPO法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ・福島

病児・病後児について、預かり等の援助を受けたい労働者と援助を行いたい看
護師・保育士等の有資格者及び子育て経験者が会員となって、育児について助
け合い、一時的に子どもを預かる事業のスタッフを養成する講座

社会人入門講座（フレッシャ―ズ・プロジェクト）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認定団体：Eラボ

ニートや高校生・大学生への就業支援について、単に就職のノウハウを伝える
のではなく、社会に出てから必要とされる能力（コミュニケーション能力・マ
ネジメント能力・マナーなど）を伝授する講座

開催日　　１／12、19、26、２／２の土曜
参加料　　無料
対　 象　　・看護師・保育士等の有資格者
　　　　 ・子育て経験を有する方
　　　　 ・子どもが好きな方
定　 員　　３０名
会　 場　　さんかくプラザ、労働福祉会館

開催日　　２／２（土）
参加料　　無料
対　 象　　高校生、大学生、ニート
定　 員　　２０名
会　 場　　ビッグアイ７階　第１会議室

平成１９年度後期　市民自主企画講座・イベントに
ご応募いただきましてありがとうございました。

審査の結果、次の事業が支援事業と
認定されましたのでお知らせします。



子どものための健全育成講座
                          ～着物を着て礼儀作法を身に付けましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認定団体：緑泉会

子どもに対して、基本的な礼儀作法を学ばせるとともに、身に付けた作法を発
表する機会を設けることにより、社会教育の推進と子どもの健全育成を図るこ
とを目的とする講座

開催日　　講　座：１／２６、２／２、９、２３、３／１の土曜
　　　　 発表会：３／２３（日）
参加料　　無料
対　 象　　小学生
　　　　 ※発表会は市民の方もご来場ください
定　 員　　２０名（発表会５０名）
会　 場　　講　座：田村公民館
　　　　 発表会：視聴覚センター

　　　　　　市民自主企画講座・イベント認定事業　とは？

　　　　　　　　　　　　　　開催趣旨
　市民活動団体の活性化及び市民の社会貢献活動に対する意識や気運の
醸成を図るため、ボランティアやＮＰＯ等を始めとした市民活動団体、
グループ及び個人から、市民を対象に実施する「市民自主企画講座・イ
ベント」事業を募集、認定、支援するものです。
　
　　　　　　　　　　　　　　対象事業
　広く市民を対象として、ボランティア活動やＮＰＯ活動に対する参加
機会の提供や啓発を目的とした講座、講演会、研修会、イベント等で広
く市民に公開される事業。ただし、単に団体等のＰＲとなるもの、公序
良俗に反するもの、営利目的のもの、特定の政党及び宗教を支持し又は
これを反対するものを除きます。

　　　　　　　　　　　　　　応募要件
　主に郡山市内を中心にボランティア・市民活動を行っており、かつ、
責任を持って事業の企画から運営までを自主的に行うことができる団
体・グループ及び個人とします。

アシストパーク郡山（市民活動サポートセンター）

　　　　　　〔郡山市市民部　男女共同参画課〕
〒963-8002　郡山市駅前二丁目11番１号（ビッグアイ６

Ｆ）

　　　　　　TEL･FAX　０２４－９２４－３３５２
E M l h @ k f k h
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